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No.845 2024 年 5 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

ぼ
う
さ
い
出
前
教
室

町
営
若
者
住
宅

町営若者住宅の入居者募集

　この住宅は、「将来ご自分の住宅を取得し、町に永住していただくための第一歩になれば」と低額

な家賃設定とした賃貸住宅です。

【申込資格】

　①奥多摩町内に住所または一定の勤務場所がある方、もしくは住宅使用により奥多摩町に住所を確

　　実に登録できる方

　②主たる生計者が４０歳以下の夫婦または５０歳以下の方で子ども（中学生以下）がいる世帯

　③入居期間は、原則として年齢が３０歳以下の場合は１２年以内、４０歳以下の場合は１０年以内、　

　　５０歳以下の場合は７年以内 

【申込受付期間】　５月８日（水）から６月５日（水）まで　

【入居予定日】　令和６年６月下旬以降

【申込書配布場所】　若者定住推進課（1階）・古里出張所（子ども家庭支援センター）

【注意点】

　＊申込者が定員を超えた場合は、奥多摩町選考基準により決定します。

　＊募集要項および申込用紙については、町ホームページでも掲載しております。

　＊申し込み資格については、様々な条件がありますので、よくお確かめください。

【募集物件】　募集戸数は 1戸

町営若者住宅（小丹波第４）

 奥多摩町小丹波４６８番地（古里駅徒歩約５分）

 建　物：木造２階建、２ＬＤＫオール電化住宅（床面積：５７．８２㎡）

 住宅使用料： ３３，０００円／月  

 共益費：５００円／月

 駐車場使用料：３，０００円／月（１台まで使用可）　　　

※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０

パパママ東京ぼうさい出前教室
～災害から子供を守るには？～

　東京都が主催する「令和６年度パパママ東京ぼうさい出前教室」の前期申込期間が始まりました。

　この事業は、都内の保育園・幼稚園のママ友・パパ友や子育てサークル、ＰＴＡなど、０歳児から

小学生までの保護者１０人以上のグループを対象として、東京都から派遣される講師（親子の防災に

詳しい専門家）が講義を行うもので、災害から子供を守るための防災知識や備えについて、お子さん

と一緒に学べます。教室の開催をご希望の際は、Ｗｅｂフォームにてお申込みください。

　令和６年度前期の申込期間は、５月３１日（金）までです。

　詳しくは、二次元コードから、東京都のＷｅｂサイトをご確認ください。

※問い合わせは、事務局（東京都受託事業者） 　☎０３－６２６５ー４９７８
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大地震が発生したら
～いざというとき冷静に行動できるよう、日頃から準備をしましょう～

　今年の１月１日１６時１０分に発生し、マグニチュード７．６、最大震度７の揺れを観測した能登半

島地震では、２４５名という多くの方がお亡くなりになりました。また、発生から３か月経った現在（４

月２日時点）でも、石川県で７千人以上の方々が避難生活を余儀なくされており、６千戸以上がいまだ

断水状態となっています。

　東京都による「首都直下地震等による東京の被害想定」では、マグニチュード７．３規模の首都直下

地震（多摩地域を震源とするものも含む）が３０年以内に７０％の確率で発生するとされており、奥多

摩町でもいつ大地震が発生してもおかしくありません。

　大地震が発生したときの行動や避難について、また、家具の固定などの安全対策、備蓄や非常持ち出

し品などについて、ご家庭内や地域で日頃から話しあい、備えましょう。

◎防災行政無線（Ｊアラート）による緊急地震速報について

　奥多摩町で震度５弱以上の地震発生が予測された場合、防災行政無線（Ｊアラート）により、緊急地

震速報が自動音声で「（チャイム）大地震です。大地震です。」と流れます。緊急地震速報が流れてから、

地震の強い揺れが来るまでの時間は、数秒から数十秒しかありません。その短い間に、身を守るための

行動を取る必要があります。

◎大地震が発生したときは、すぐに身を守る行動を

　【家の中では】

　　頭を保護しながら、大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。揺れがおさまるまでは、

　あわてて外へ飛び出さない。避難路確保のため玄関などの扉を開ける。もし可能ならば火の始末、

　火元から離れている場合は無理して火元に近づかない。

　

　【屋外にいるときは】

　　ブロック塀や自動販売機など倒れてきそうなものから離れる。看板、割れた窓ガラスの破片が

　落下することがあるので建物の周囲から急いで離れる。

　

　【山やがけ付近にいるときは】

　　落石やがけ崩れが発生しそうな場所から急いで離れる。

　

　【自動車運転中のときは】

　　あわててスピードを落とさず、ハザードランプを点灯させながら徐行し、周囲の状況を確認し

　て道路左側に停車させる。エンジンを止め揺れがおさまるまで車内で待ち、揺れがおさまったら、

　ドアをロックせずキーをつけたまま車外に出て、安全な場所へ避難する。

　

　【電車・バスに乗車中のときは】

　　つり革、手すりなどにしっかりつかまり、車外に投げ出されないように気を付けるとともに、

　誘導員の指示に従う。

　

　＊これらは、状況によっては、すべてが１００％正解であるとは限りません。

　　ご自身が普段いる場所で大地震が発生したらと想像し、いざというとき冷静に行動できるよう、

　日頃から考え、備えておくことが大切です。
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